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３
月
の
こ
よ
み

８
日
○水

理
事
会（
県
商
工
会
館
）

18
〜
19
日

第
三
回
商
工
会
情
報
化

推
進
担
当
者
研
修
会

（
県
商
工
会
館
）

20
日
○土

春
分
の
日

26
日
○金

臨
時
総
会（
パ
レ
ス
神
戸
）

主な行事予定『
ぼ
た
ん
鍋
』

「
雪
が
ち
ら
ち
ら
丹
波
の
宿
に
猪
が
と
び

込
む
牡
丹
鍋
」
と
デ
カ
ン
シ
ョ
節
に
も
唄
わ

れ
る
「
ボ
タ
ン
鍋
」
は
、
猪
肉
を
味
噌
で
煮

込
ん
だ
冬
の
鍋
の
代
表
格
で
あ
る
。「
ボ
タ

ン
鍋
」
と
い
う
名
は
、
篠
山
市
二
階
町
の
老

舗
旅
館
「
近
又
楼
」
の
先
代
当
主
佐
々
木
章

夫
氏
が
、
猪
肉
を
「
ボ
タ
ン
の
花
」
に
な
ぞ

ら
え
て
並
べ
売
り
出
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
以
前
に
「
ボ

タ
ン
鍋
」
と
い
う
名
は
実
在
し
て
い
た
。
昭

和
の
初
め
、
現
在
の
篠
山
市
篠
山
商
工
会
の

前
身
「
篠
山
実
業
協
会
」
が
、「
篠
山
小
唄
」

の
歌
詞
を
一
般
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
篠

山
市
立
町
在
住
の
斉
藤
子
効
氏
の
歌
詞
が
採

用
さ
れ
る
事
に
な
り
、
そ
こ
で
初
め
て
「
ボ

タ
ン
鍋
」
と
い
う
名
が
登
場
し
た
。
そ
れ
以

前
、
篠
山
で
は
「
イ
ノ
鍋
」
と
称
し
て
い
た

の
だ
が
、
民
謡
の
歌
詞
に
は
七
・
五
調
が
必

要
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
「
イ
ノ
鍋
」
で
は

語
呂
が
悪
か
っ
た
ら
し
く
「
唐
獅
子
牡
丹
」

か
ら
ボ
タ
ン
と
名
を
発
想
し
「
ボ
タ
ン
鍋
」

と
唄
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、「
ボ
タ
ン
鍋
」

と
い
う
名
で
全
国
に
知
れ
渡
り
、
丹
波
篠
山

の
冬
の
名
物
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

■
提
供

篠
山
市
篠
山
商
工
会
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一部改正など審議�

第３回理事会�

― 2 ―

▲理事会には４議案を提出。全議案とも原案どおり承認。

▲推進会議は県との共催

▲合併等問題研究会の報告も

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
一

四
日
、
県
商
工
会
館
で
第
三
回
理
事

会
を
開
催
。
出
席
者
は
二
十
名
で
次

の
四
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案

商
工
会
職
員
給
与
規

程
等
の
一
部
改
正

�

一
商
工
会
統
一
給
与
規
程
「
職
員
給

与
規
程
」
の
一
部
改
正

�

二
県
連
合
会
「
給
与
規
程
」
の
一
部

改
正

第
二
号
議
案

商
工
会
等
職
員
退
職

金
共
済
制
度
の
改
正
要
綱
案

第
三
号
議
案

役
員
の
欠
員
に
伴
う

補
充
選
任

第
四
号
議
案

臨
時
総
会
の
開
催

第
四
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
十
二

月
四
日
、
書
面
決
議
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
以
外
の
議
案
は
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
】

①
商
工
会
合
併
等
問
題
研
究
会
の
経

過
報
告

②
人
事
管
理
委
員
会
専
門
委
員
会
報
告

③
「
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
」
に
係
る
保
証
基
金
へ
の
拠

出
金
納
付
期
限
の
変
更

④
通
信
費
削
減
支
援
事
業
の
取
り
扱
い

⑤
顧
問
弁
護
士
の
委
嘱

⑥
融
資
問
題
等
研
究
会
の
経
過
報
告

⑦
県
連
合
会
平
成
十
五
年
度
上
半
期

事
業
報
告

⑧
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
及
び
北
海

道
十
勝
沖
地
震
等
に
係
る
義
援
金

の
拠
出

⑨
県
共
済
の
実
施
す
る
平
成
十
五
年

度
商
工
安
全
共
済
契
約
増
強
運
動

⑩
新
規
学
卒
者
の
採
用

⑪
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
募
金（
仮
称
）

推
進
委
員
会
の
設
立

商商
工工
会会
合合
併併
なな
どど

でで
意意
見見
交交
換換

��

産
業
構
造
改
革

推

進

会

議 ��

平
成
十
五
年
十
一
月
十
八
日
、
県

商
工
会
館
に
お
い
て
、
兵
庫
県
お
よ

び
県
連
合
会
の
共
催
に
よ
り
第
二
回

産
業
構
造
改
革
推
進
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。

今
回
は
、
個
別
テ
ー
マ
の
中
間
報

告
と
し
て
、「
市
町
合
併
に
よ
り
変

革
す
る
地
域
社
会
の
活
性
化
と
商
工

会
の
役
割
」、「
地
域
経
済
に
根
ざ
し

た
中
小
企
業
の
活
性
化
策
」
を
テ
ー

マ
に
議
論
さ
れ
た
。

特
に
、
合
併
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
合
併
等
問
題
研
究

会
の
瓦
田
委
員
長
（
神
戸
商
科
大
学

教
授
）
よ
り
、
職
員
の
激
減
緩
和
策

や
組
織
改
革
の
た
め
の
支
援
策
な
ど

商
工
会
合
併
に
必
要
な
支
援
策
、
お

よ
び
合
併
後
の
商
工
会
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
、
研
究
会
の
中
間
報
告

を
行
っ
た
。

江
木
産
業
労
働
部
長
か
ら
、「
商

工
会
は
地
域
経
済
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
を
目
指
し
、
合
併
を
機
に
五
年
か

ら
十
年
で
組
織
改
革
を
行
っ
て
ほ
し

い
。
産
業
労
働
部
と
し
て
も
で
き
る

だ
け
支
援
し
た
い
」
な
ど
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

壺坂正昭氏（夢前町）が理事に
県商工会連合会の臨時総会（書面

議決）が、12月４日、県商工会館で
開催した。これは、長澤茂太氏（福
崎町商工会会長）の辞任に伴う後任
理事の補充選任で、壺坂正昭氏（夢
前町商工会会長）を、新たに県連理
事に選出した。

山山
積積
すす
るる諸諸問問

題題
をを
協協
議議

〈
第
七
回
商
工
会
政
策
研
究
会
〉

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
十
一
月

十
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、
第

七
回
商
工
会
政
策
研
究
会
を
開
催
し

た
。

今
回
で
今
年
度
の
政
策
研
究
会
は

終
了
と
な
る
が
、
議
題
と
し
て
は
、

・
商
工
安
全
共
済
の
推
進
に
つ
い
て

・
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
運
営
委

員
会
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

・
第
８
回
商
工
会
合
併
等
問
題
研
究

会
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

・
福
井
県
商
工
共
済
協
同
組
合
の
金

融
制
度
に
つ
い
て

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

議
題
の
う
ち
、
合
併
等
問
題
研
究

会
の
経
過
報
告
に
お
い
て
は
、
現
時

点
で
の
報
告
書
案
に
つ
い
て
各
商
工

会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
や
、
要
望

に
よ
り
、
現
地
で
の
意
見
交
換
会
も

開
催
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

委
員
か
ら
は
こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
前
向
き
な
変
革
を
し
て

い
か
な
い
と
、
商
工
会
の
存
続
も
危

ぶ
ま
れ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
福
井
県
連
が
独
自
に
運

営
し
て
い
る
共
済
制
度
に
つ
い
て
も
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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商
工
会
情
報
化
推
進
委
員
会

新
年
度
事
業
な
ど
協
議

▲情報機器等整備事業の実施についても協議

▲特別掛金率も決定

▲審査マニュアル制定も検討

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
十

五
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、

「
商
工
会
情
報
化
推
進
委
員
会
専
門

部
会
」
を
開
催
し
た
。
出
席
委
員
は

七
名
。

専
門
部
会
で
は
、
先
ず
、
商
工
会

情
報
機
器
等
整
備
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
協
議
。
事
務
局
か
ら
、
本
事
業

の
照
会
で
は
、
三
十
四
商
工
会
よ
り

実
施
希
望
が
あ
っ
た
旨
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。
次
い
で
、
本
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
を
前
提
に
パ
ソ
コ
ン
の
選

定
基
準
に
基
づ
き
、
各
社
か
ら
の
見

積
金
額
及
び
提
案
条
件
を
協
議
し
た

結
果
、
日
本
電
気
㈱
が
最
も
妥
当
と

の
結
論
に
達
し
た
。

次
い
で
、
平
成
十
六
年
度
商
工
会

情
報
化
対
策
事
業
（
骨
子
）
に
つ
い

て
も
協
議
が
な
さ
れ
た
。
新
年
度
事

業
で
は
、
委
員
会
を
年
一
回
、
専
門

部
会
を
年
二
回
の
開
催
、
ま
た
、
Ｉ

Ｔ
活
用
型
経
営
支
援
事
業
や
商
工
会

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業
の
実
施
の
ほ
か
、

地
区
別
連
絡
会
や
商
工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
研
究
会
の
開
催
な
ど
の
新
規

事
業
に
つ
い
て
も
協
議
。
原
案
ど
お

り
承
認
し
、来
る
一
月
二
十
三
日
開
催

の
委
員
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

共共
済済
制制
度度
のの
改改
正正
へへ

��

職
員
退
職
金

共
済
運
営
委 ��

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
十
一
月

五
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、
商

工
会
職
員
退
職
金
共
済
運
営
委
員
会

（
小
田
脩
造
委
員
長
）
を
開
催
し
、

同
委
員
会
委
員
や
県
連
合
会
事
務
局

ら
十
一
名
が
出
席
し
た
。

同
委
員
会
は
、
兵
庫
県
商
工
会
職

員
退
職
金
共
済
制
度
の
適
正
な
運
営

を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

県
連
会
長
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
「
退

職
金
共
済
制
度
の
改
正
」
や
「
平
成

十
五
年
度
特
別
掛
金
率
の
決
定
」
等

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

ま
ず
、
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
、

去
る
十
月
八
日
、
商
工
会
職
員
退
職

金
問
題
小
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
承

認
す
る
と
と
も
に
、
同
制
度
改
正
の

要
綱
案
に
基
づ
き
、
規
約
、
諸
規
程

等
を
一
部
改
正
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

改
正
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
回
、

審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
、

職
員
の
退
職
勧
奨
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
実
施
要
綱
を
新
た
に

制
定
し
た
。

ま
た
、
特
別
掛
金
率
に
つ
い
て
は
、

協
議
の
結
果
、
商
工
会
間
に
お
け
る

掛
金
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
、
平

成
十
四
年
度
の
掛
金
算
出
基
礎
本
俸

が
前
年
度
と
比
較
し
て
、
六
％
以
上

の
昇
給（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
含
）が
あ
っ

た
職
員
を
特
別
掛
金
の
対
象
者
と
し

た(

二
名

二
十
三
万
七
千
八
百
円)

。

九九
件件
のの
代代
位位
弁弁
済済をを承承

認認

〈
保
証
業
務
運
営
委
〉

十
二
月
十
九
日
、
保
証
業
務
運
営

委
員
会
（
委
員
長
＝
清
水
副
会
長
）

が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
、
協
議
し
た
内
容
は
次
の
と

お
り
。

一�

代
位
弁
済
に
つ
い
て

本
年
度
二
回
目
の
代
位
弁
済
と
し

て
九
件
、
約
一
千
三
百
万
円
の
実
行

が
承
認
さ
れ
た
が
、
今
後
、
代
位
弁

済
前
に
返
済
計
画
を
確
定
す
る
よ
う

指
示
が
あ
っ
た
。

二�

保
証
基
金
へ
の
拠
出
に
つ
い
て

分
割
納
付
の
協
議
書
並
び
に
聞
き

取
り
に
よ
る
十
六
商
工
会
か
ら
の
申

し
出
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
た
結

果
、「
財
政
事
情
は
理
解
で
き
る
が
、

三
年
分
割
納
付
を
再
要
請
す
る
」
と

決
定
さ
れ
た
。

三�

借
入
関
係
書
類
の
改
訂

信
用
保
証
委
託
申
込
書
の
一
部
改

訂
や
承
諾
書
の
一
部
改
訂
、
及
び
金

融
機
関
か
ら
の
延
滞
報
告
を
「
取
扱

商
工
会
に
直
接
通
知
」
す
る
事
務
要

領
の
改
訂
が
承
認
さ
れ
た
。

中中
間間
報報
告告
（（
案案
））
のの

取取
りり
纏纏
めめ
へへ

〈
融
資
問
題
等
研
究
会
〉

十
二
月
十
二
日
、「
第
六
回
融
資

問
題
等
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
協

議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

一�

中
間
報
告
（
案
）
の
取
り
纏
め

に
つ
い
て

協
議
の
結
果
、
承
認
さ
れ
、
各
商

工
会
長
・
事
務
局
長
宛
に
送
付
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

二�

「
審
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
制
定

に
つ
い
て

当
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
を
説
明
。

各
委
員
は
、
次
回
の
取
り
纏
め
に
向

け
て
同
（
案
）
を
持
ち
帰
り
、
意
見

集
約
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

三�

報
告
事
項

各
商
工
会
を
対
象
に
実
施
し
た

「
地
域
融
資
動
向
に
係
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
集
計
結
果
を
報
告
し
、
今
後

の
制
度
改
正
の
参
考
資
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
と
し
た
。

香住町・中村会長が逝去
香住町商工会の中村満雄会長が、かね

て病気療養中のところ、１月11日に逝去

されました。享年64。平成10年５月に会

長に就任、商工会の組織強化や地域振興

などの課題に取り組まれておりました。

ここに深く哀悼の意を表しますととも

に、心よりご冥福をお祈りいたします。



兵庫県商工連協同組合�

理事長� 土　谷　正　男�

神戸市中央区花隈町6-19　電話078(371)1261(代)

― 4 ―

同
友
会
研
修

商
工
会
の
あ
り
方
を
探
求

〈
商
工
会
青
年
同
友
会
〉

▲社町・小東町長の臨席も

▲県下各地から73名が出席

県
商
工
青
年
同
友
会
は
、
十
二
月

二
日
、
社
町
商
工
会
館
で
研
修
会
を

行
っ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
今
後
の
同
友
会

組
織
の
活
性
化
を
考
え
よ
う
と
昨
年

度
か
ら
設
置
し
て
い
る
商
工
青
年
同

友
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
が
企
画
し

た
も
の
で
、
各
商
工
会
の
役
職
員
や

同
友
会
員
ら
三
十
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
同
友
会
・
朝
生
会
長
や
、

来
賓
と
し
て
臨
席
の
社
町
・
小
東
町

長
（
加
東
郡
合
併
協
議
会
会
長
）
が
、

同
郡
の
状
況
を
踏
ま
え
た
挨
拶
等
の

後
、
同
友
会
・
小
紫
理
事
が
「
加
東

郡
合
併
協
議
会
の
現
況
に
つ
い
て
」、

十
一
月
に
同
友
会
と
し
て
視
察
研
修

を
行
っ
た
香
川
県
の
さ
ぬ
き
市
の
現

状
に
触
れ
、「
市
町
村
合
併
に
伴
う
、

さ
ぬ
き
市
商
工
会
の
合
併
を
見
て
」

を
テ
ー
マ
に
同
友
会
・
安
積
理
事
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
発
表
。

そ
の
後
、
同
友
会
・
竹
内
副
会
長

が
座
長
と
な
り
、
商
工
会
員
の
立
場

か
ら
、
今
後
の
商
工
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組

む
た
め
、
そ
の
課
題
や
方
策
を
探
る

べ
く
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

記
専
研
修
会

改改
正正
消消
費費
税税
をを
学学
ぶぶ

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
十

二
日
、
神
戸
市
・
六
甲
荘
で
「
商
工

会
記
帳
専
門
研
修
会
（
消
費
税
円
滑

化
対
策
事
業
研
修
会
）」
を
開
催
し

た
。県

下
各
地
か
ら
七
十
三
名
が
参
加

し
た
。

最
初
に
、
県
連
合
会
・
田
口
事
務

局
長
が
開
会
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
志
智
宣
夫
西
淡
町
商
工

会
会
長
（
県
連
理
事
）
が
、「
我
が

社
の
経
営
理
念
」
を
テ
ー
マ
に
、
経

営
者
と
し
て
の
理
念
、
商
工
会
長
と

し
て
商
工
会
職
員
に
望
む
こ
と
を
話

し
た
。

そ
の
後
、
税
理
士
（
近
畿
税
理
士

会
芦
屋
支
部
）・�

川

嗣
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
改
正
消
費
税
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
話
を
聴
い
た
。
同

講
師
は
、
消
費
税
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、
基
本
的
な
知
識
を
始

め
、
指
導
す
る
側
と
し
て
の
留
意
点

等
も
説
明
。
後
半
で
は
演
習
問
題
も

行
い
、
受
講
者
は
熱
心
に
取
組
ん
だ
。

ま
た
当
日
、
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト

も
行
い
、
今
後
の
研
修
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

事
務
局
連
絡
会
議

給
与
規
程
の

一
部
改
正
な
ど
協
議

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
十
一
月

四
日
、
神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い
て
、

第
三
回
事
務
局
連
絡
会
議
を
開
催
し

た
。県

下
商
工
会
全
て
の
事
務
局
代
表

者
が
参
加
し
、

・
商
工
会
等
退
職
金
共
済
制
度
の
改

正
に
つ
い
て

・
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
に
係
る
保
証
基
金
額
の
確
保
策

等
に
つ
い
て

・
商
工
会
等
職
員
の
給
与
規
程
の
一

部
改
正
等
に
つ
い
て

・
商
工
会
合
併
等
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て

等
が
協
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
各
課
か
ら
の
報
告
事
項
の

中
で
、
人
事
管
理
委
員
会
、
人
事
管

理
委
員
会
専
門
委
員
会
、
情
報
化
推

進
委
員
会
な
ど
の
委
員
会
報
告
も
行

わ
れ
た
。

な
お
、
一
月
二
十
八
日
に
、
第
四

回
の
連
絡
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

短 

信�

▼�11
／
７

応
用
研
修
会

（
三
田
市
商
工
会
館
）

11
／
17

監
事
研
修
会
（
六
甲
荘
）

11
／
26

応
用
研
修
会

（
滝
野
町
商
工
会
館
）

12
／
４

県
女
性
連
理
事
会

（
県
商
工
会
館
）

12
／
７

商
工
会
等
職
員
統
一
採
用

試
験（
神
戸
市
・
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

12
／
11

商
工
会
研
究
会

（
県
商
工
会
館
）

12
／
12

県
青
連
理
事
会

（
県
商
工
会
館
）
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企
業
部
門
を
中
心
に
景
気
が
回
復

二
○
○
三
年
の
関
西
経
済
を
振
り

返
る
と
、
景
気
は
、
輸
出
や
設
備
投

資
の
拡
大
な
ど
製
造
業
を
中
心
と
し

た
企
業
部
門
が
牽
引
役
と
な
り
、
回

復
傾
向
が
続
い
た
。
輸
出
は
、
二
○

○
三
年
入
り
後
、
イ
ラ
ク
戦
争
や
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
禍
な
ど
に
よ
る
米
国
や
ア
ジ

ア
経
済
の
減
速
を
背
景
に
鈍
化
の
動

き
を
示
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
米

国
経
済
・
ア
ジ
ア
経
済
の
立
ち
直
り

に
よ
り
、
持
ち
直
し
に
転
じ
た
。
好

調
な
外
需
に
加
え
て
、
内
需
で
も
デ

ジ
タ
ル
家
電
関
連
の
需
要
が
高
ま
っ

た
た
め
、
生
産
は
回
復
の
動
き
が
強

ま
っ
た
。
こ
の
間
、
企
業
部
門
は
、

人
件
費
を
中
心
と
す
る
固
定
費
削
減

に
よ
っ
て
収
益
体
質
の
改
善
を
進
め

た
こ
と
に
よ
り
増
益
基
調
を
続
け
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
企
業
家

心
理
の
改
善
も
み
ら
れ
、
大
企
業
・

製
造
業
を
中
心
に
設
備
投
資
が
増
加

に
転
じ
た
。

企
業
部
門
の
前
向
き
な
動
き
は
、

全
国
平
均
に
比
べ
関
西
で
や
や
強
め

に
現
れ
て
い
る
。
日
銀
短
観
（
二
○

○
三
年
十
二
月
調
査
）
の
二
○
○
三

年
度
設
備
投
資
計
画
（
全
産
業
、
有

形
固
定
資
産
計
上
ベ
ー
ス
）
を
み
る

と
、
全
国
が
前
年
度
比
三
・
四
％
増

で
あ
る
の
に
対
し
関
西
は
同
六
・
○

％
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
と

し
て
次
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（図表１）景気回復局面における電気機械関連分野の
生産の動き
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（資料）経済産業省「生産・出荷・在庫指数確報」、�
　　　　近畿経済産業局「鉱工業生産動向確報」�

8
（四半期）�

（図表２）景気回復局面における企業業績と賃金総額の動き
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　　　　日本銀行大阪支店「全国企業短期経済観測調査（近畿地区）」�
（注）基準時は、内閣府の景気基準日付による景気の谷をつけた年度。�

第
一
に
、
関
西
は
、
好
調
な
ア
ジ

ア
向
け
輸
出
の
依
存
度
が
高
い
た
め
、

輸
出
の
拡
大
ペ
ー
ス
が
全
国
を
上

回
っ
て
推
移
し
た
こ
と
で
あ
る
。
輸

出
動
向
を
み
る
と
、
二
○
○
三
年
四

〜
九
月
期
は
、
全
国
が
前
年
同
期
比

四
・
九
％
増
で
あ
る
の
に
対
し
、
関

西
は
同
八
・
一
％
増
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
生
産
が
、
輸
出
の
回
復

に
加
え
デ
ジ
タ
ル
家
電
の
販
売
拡

大
・
国
内
企
業
の
Ｉ
Ｔ
投
資
の
回
復

な
ど
を
背
景
に
、
前
回
の
景
気
回
復

局
面
（
一
九
九
九
年
一
〜
三
月
期
以

降
）
よ
り
も
増
勢
が
強
い
こ
と
で
あ

る
。
前
回
の
景
気
回
復
局
面
で
は
情

報
化
関
連
投
資
の
拡
大
を
背
景
に
電

気
機
械
関
連
分
野
の
生
産
拡
大
が
み

ら
れ
た
も
の
の
、
関
西
の
生
産
は
全

国
よ
り
も
小
幅
な
増
加
に
止
ま
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
回
復
局
面

（
二
○
○
二
年
一
〜
三
月
期
以
降
）

で
は
、
関
西
に
お
け
る
電
気
機
械
関

連
企
業
の
事
業
再
構
築
の
進
展
も
あ

り
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
を
中
心

に
関
西
の
電
気
機
械
関
連
分
野
の
生

産
は
全
国

を
上
回
る

拡
大
を
み

せ
て
い
る

（
図
表
１
）。

他
方
、

家
計
部
門

の
動
き
を

み
る
と
、

関
西
で
は
、

企
業
部
門

で
全
国
を

上
回
る
動

き
が
み
ら

れ
る
こ
と

を
反
映
し
、

求
人
動

向
・
可
処
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分
所
得
・
消
費
者
マ
イ
ン
ド
な
ど
が

全
国
を
上
回
る
改
善
を
示
し
た
。
た

だ
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
・

所
得
環
境
を
背
景
に
、
企
業
業
績
の

回
復
ほ
ど
に
は
家
計
所
得
の
改
善
は

進
ん
で
い
な
い
（
図
表
２
）。

こ
の
よ
う
に
、
二
○
○
三
年
度
は
、

前
向
き
な
動
き
が
広
が
っ
た
企
業
部

門
の
牽
引
に
よ
り
景
気
の
回
復
傾
向

が
続
い
た
も
の
の
、
企
業
部
門
の
動

き
に
は
、
業
種
・
企
業
規
模
別
に
は

明
暗
を
伴
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
鈍

い
個
人
消
費
の
動
き
な
ど
を
反
映
し

製
造
業
に
比
べ
て
非
製
造
業
の
改
善

は
緩
や
か
な
も
の
に
止
ま
っ
た
（
図

表
３
）。
さ
ら
に
、
製
造
業
に
お
い

て
も
業
種
別
で
み
る
と
、
電
気
機
械

関
連
分
野
の
生
産
の
伸
び
が

全
国
よ
り
大
き
い
一
方
、
鉄

鋼
、
金
属
製
品
、
一
般
機
械
、

化
学
な
ど
関
西
で
ウ
ェ
イ
ト

の
高
い
分
野
で
は
、
全
国
に

比
べ
伸
び
が
低
い
な
ど
、
明

暗
が
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、

規
模
別
に
み
て
も
明
暗
が
み

ら
れ
る
。
関
西
で
は
、
日
銀

短
観
の
業
況
判
断
は
、
大
手

製
造
業
が
九
月
調
査
で
プ
ラ

ス
に
転
じ
た
一
方
、
中
小
製

造
業
は
十
二
月
調
査
に
お
い

て
も
マ
イ
ナ
ス
二
一
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

と
比
較
し
て
も
中
小
製
造
業

の
業
況
判
断
指
数
の
水
準
は
低
く
、

改
善
が
遅
れ
て
い
る
。

（図表３）企業の業況判断Ｄ.Ｉ.
（％ポイント）�

製造業�

非製造業�

1999 2000 2001 2002 2003 2004
（年／期）�

（資料）日本銀行大阪支店「全国企業短期経済観測調査」�
（注）「良い」－「悪い」回答社数構成比。2004年３月は予測。�
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▲20

▲40
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「悪い」超�

二
〇
〇
四
年
も
景
気
回
復
局
面
が
持
続

二
○
○
四
年
を
展
望
す
る
と
、
家

計
部
門
で
は
、
企
業
の
人
件
費
抑
制

姿
勢
が
根
強
く
、
雇
用
・
所
得
環
境

の
改
善
が
緩
や
か
な
た
め
、
個
人
消

費
は
引
き
続
き
低
調
な
動
き
が
予
想

さ
れ
る
。
関
西
の
完
全
失
業
率
は
、

二
○
○
二
年
七
〜
九
月
期
の
七
・
一

％
か
ら
二
○
○
三
年
七
〜
九
月
期
に

は
六
・
二
％
へ
と
低
下
し
た
が
、
景

気
回
復
を
受
け
て
新
た
に
仕
事
を
探

し
始
め
る
人
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ

る
た
め
、
当
面
は
六
％
台
の
水
準
が

続
く
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
公
共
部
門
で
は
、
都
市
再

生
関
連
の
公
共
事
業
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
①
国
の
地
方
歳
出
抑
制
方

針
、
②
地
方
自
治
体
の
税
収
低
迷
、

③
公
債
費
増
に
よ
る
負
担
の
高
ま
り
、

な
ど
地
方
財
政
の
悪
化
の
も
と
で
減

少
傾
向
が
持
続
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

一
方
、
企
業
部
門
で
は
、
ア
ジ
ア

を
中
心
と
し
た
海
外
経
済
の
回
復
を

支
え
に
、
輸
出
増→

生
産
増→

収
益

回
復→

設
備
投
資
増
と
い
う
好
循
環

が
引
き
続
き
働
く
と
見
込
ま
れ
る
。

輸
出
を
取
り
巻
く
環
境
を
み
る
と
、

米
国
経
済
は
二
○
○
四
年
前
半
に
か

け
て
減
税
効
果
の
持
続
等
に
よ
り
プ

ラ
ス
三
〜
四
％
の
成
長
が
持
続
す
る

も
の
の
、
減
税
効
果
が
剥
落
す
る
二

○
○
四
年
後
半
に
は
減
速
す
る
見
通

し
で
あ
る
。
中
国
経
済
は
、
輸
出
が

米
国
経
済
の
減
速
で
鈍
化
す
る
も
の

の
二
桁
の
増
加
率
を
維
持
す
る
と
み

ら
れ
る
ほ
か
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
上
海
万
博
に
向
け
た
公
共
事
業

の
拡
大
を
背
景
に
高
成
長
が
続
く
見

通
し
で
あ
る
。

米
国
経
済
の
減
速
を
背
景
に
ア
ジ

ア
か
ら
の
米
国
向
け
輸
出
の
伸
び
が

鈍
化
す
る
こ
と
か
ら
、
関
西
の
ア
ジ

ア
向
け
輸
出
に
も
影
響
が
及
び
、
生

産
や
企
業
業
績
の
回
復
と
い
っ
た
設

備
投
資
を
左
右
す
る
要
因
の
改
善
も

緩
や
か
に
な
っ
て
い
く
と
見
込
ま
れ

る
。た

だ
し
、
全
国
の
動
き
と
比
較
す

る
と
、
関
西
で
は
、
①
中
国
向
け
を

中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
の
伸

び
が
欧
米
な
ど
他
地
域
よ
り
高
い
状

態
が
続
く
こ
と
、
②
電
気
機
械
関
連

の
生
産
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
家
電
の

需
要
が
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
、
な
ど
を
背
景
に
、
企
業

部
門
で
全
国
に
比
べ
て
強
め
の
状
況

が
続
く
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
○
○
四
年
の

関
西
経
済
は
、
①
中
国
向
け

を
中
心
と
し
た
輸
出
の
増
勢

維
持
、
②
企
業
収
益
の
回
復

傾
向
持
続
、
外
需
・
国
内
民

需
の
底
堅
さ
を
背
景
と
し
た

設
備
投
資
の
増
加
、
な
ど
に

よ
り
基
本
的
に
回
復
局
面
が

持
続
し
、
経
済
成
長
率
も
全

国
を
上
回
る
見
通
し
で
あ
る

（
図
表
４
）。
こ
う
し
た
中

で
、
大
企
業
に
比
べ
て
財
務

体
質
改
善
が
遅
れ
て
い
る
中

小
企
業
の
回
復
の
弱
さ
、
鈍

い
個
人
消
費
の
動
き
を
反
映

し
た
非
製
造
業
の
回
復
の
遅

れ
、
な
ど
、
業
種
・
規
模
間

の
格
差
は
残
る
と
見
込
ま
れ

る
。

（図表４）関西経済の見通し
（％）

2002年度
（実績）

2003年度
（予測）

2004年度
（予測）

実質GRP 0.8 2.6 2.2
個人消費 0.7 1.0 1.1
住宅投資 ▲5.8 1.2 ▲2.8
設備投資 ▲5.2 11.7 9.3
政府消費 1.1 0.4 0.5
公共投資 ▲7.2 ▲12.1 ▲7.1
純移出 1.7 1.2 0.7
移出 5.9 6.3 5.1
移入 3.9 5.4 4.8

名目GRP ▲1.1 0.5 0.1

〈参考〉 （％）

2002年度
（実績）

2003年度
（予測）

2004年度
（予測）

全国/実質GDP 1.2 2.4 2.0

（資料）内閣府「国民経済計算年報」、「県民経済計算年報」な
どをもとに日本総合研究所作成

（注１）ここでの関西経済とは、２府５県（福井、滋賀、京都、
大阪、兵庫、奈良、和歌山）ベース。

（注２）2002年度は当社による実績推計。
（注３）純移出は前年度比寄与度。
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一一一一

商
工
会
だ
よ
り
一一一一

▲2004年元旦、初日の出の参拝者に炊き出しサービスを
実施

▲雲海から立ち昇る朝日

▲講師は元ラグビーマンの林敏之氏

▲３組のカップルが誕生
した交流会

播
磨
平
野
が
一
望
で
き
る
標
高
二

五
八
メ
ー
ト
ル
の
、
五
峰
山
・
光
明

寺
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
滝
野
町
商
工

会
青
年
部
（
福
井
忠
人
部
長
）
は
、

元
旦
早
朝
に
初
日
の
出
（
ご
来
光
）

参
拝
者
を
対
象
に
炊
き
出
し
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
た
。

今
回
の
炊
き
出
し
は
、
滝
野
町
商

工
会
青
年
部
に
と
っ
て
初
挑
戦
の

『
ラ
ー
メ
ン
』
づ
く
り
だ
っ
た
が
、

製
麺
業
者
の
協
力
も
あ
っ
て
下
準
備

は
万
全
。
ネ
ギ
、
メ
ン
マ
、
モ
ヤ
シ

に
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
二
枚
と
具
も
し
っ

か
り
入
っ
た
、
醤
油
ベ
ー
ス
の
あ
っ

さ
り
味
の
ラ
ー
メ
ン
を
用
意
し
た
。

朝
四
時
過
ぎ
か
ら
準
備
を
し
、
午

前
五
時
半
ご
ろ
よ
り
参
拝
客
に
振
る

舞
い
始
め
、用
意
し
て
い
た
二
百
食
は

約
一
時
間
で
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
晦
日
の
準
備
で
は
小
雨
と
な
っ

た
も
の
の
、
今
年
は
、
雲
海
か
ら
立

ち
昇
る
、
近
年
稀
に
見
る
素
晴
ら
し

い
初
日
の
出
、
そ
の
美
し
い
朝
日
に

感
謝
し
、「
今
年
も
明
る
く
、
元
気

に
、
部
員
一
同
仲
良
く
活
動
を
し
よ

う
」
と
心
に
誓
う
滝
野
町
商
工
会
青

年
部
だ
っ
た
。

商商
工工
業業
活活
性性
化化

フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
をを
開開
催催

��

東
・
北
播
磨
地
域

商
工
会
振
興
協
議
会 ��

十
二
月
五
日
、
東
・
北
播
磨
地
域

商
工
会
振
興
協
議
会
（
細
尾
重
信
会

長
）
は
、
八
千
代
町
中
央
公
民
館
で
、

東
・
北
播
磨
地
域
商
工
業
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、毎
年
、東
・

北
播
磨
地
域
商
工
会
の
幹
部
（
商
工

会
、
青
年
部
・
女
性
部
）
が
一
堂
に

集
ま
り
開
催
し
て
い
る
。

当
日
は
、
森
位
正
己
八
千
代
町
長

も
臨
席
、
日
頃
の
商
工
業
活
性
化
に

向
け
て
の
支
援
へ
の
感
謝
や
、
八
千

代
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
歓
迎
の
挨
拶
。
ま

た
来
賓
と
し
て
、
北
播
磨
県
民
局
・

倉
橋
順
則
地
域
振
興
部
長
の
出
席
も

あ
っ
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
演
会
の

講
師
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
元
日
本
代

表
で
も
あ
り
、
㈱
神
鋼
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ク
リ
エ
イ
ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
活
躍
中
の
林
敏
之
氏
を
迎

え
、「
ラ
グ
ビ
ー
に
学
ぶ
人
づ
く
り
」

と
題
し
た
話
を
聴
い
た
。
同
氏
の
力

強
く
迫
力
の
あ
る
話
し
方
で
会
場
は

大
い
に
沸
き
、
企
業
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

熱熱
々々
のの
独独
身身
男男
女女

交交
流流
会会

〈
八
千
代
町
青
年
部
〉

十
二
月
十
三
・
十
四
日
の
両
日
、

八
千
代
町
商
工
会
青
年
部
（
後
藤
光

喜
部
長
）
と
八
千
代
町
教
育
委
員
会

は
、
独
身
男
女
交
流
会
を
淡
路
島
で

開
催
し
た
。

今
年
の
開
催
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た

を
ゲ
ッ
ツ

少
し
早
め
の
ク
リ
ス
マ

ス
」
と
い
う
こ
と
で
、
淡
路
島
で
少

し
早
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
実
行
委
員
が
張

り
切
っ
て
事
業
を
計
画
し
て
い
た
も

の
。九

月
に
第
一
回
男
女
交
流
実
行
委

員
会
を
招
集
し
て
か
ら
開
催
ま
で
に
、

連
日
、
日
夜
を
問
わ
ず
会
議
や
打
合

せ
会
、
現
地
の
下
見
な
ど
を
行
い
、

万
全
の
体
制
で
開
催
に
臨
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
実
際
の
開
催
で
は
、
道

路
交
通
事
情
等
に
よ
り
行
程
が
遅
れ

る
な
ど
し
、現
場
対
応
を
迫
ら
れ
る
場

面
も
あ
っ
た
が
無
事
に
事
業
も
終
了
。

こ
の
度
の
交
流
会
で
は
三
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
。
同
青
年
部
は
惜

し
み
な
い
祝
福
を
贈
っ
て
い
た
。
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東東
浦浦
地地
域域
物物
産産
館館
がが
オオ
ーー
ププ
ンン

―
地
域
振
興
の
核
施
設
へ

〈東浦町〉

▲12月14日、オープンイベントを盛大に開催

▲サンタクロースに扮した山口部長

▲ツリーをライトアップ

東
浦
町
の
道
の
駅
「
東
浦
タ
ー
ミ

ナ
ル
パ
ー
ク
」
で
、
十
二
月
十
四
日
、

地
域
商
工
業
振
興
の
核
施
設
と
な
る

「
東
浦
地
域
物
産
館
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。

こ
の
物
産
館
は
、
地
域
の
現
状
と

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
踏
ま
え
、
地

域
の
立
地
と
特
色
を
活
か
し
て
、
住

民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
地
域
の
活

性
化
と
雇
用
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
、

東
浦
町
商
工
会（
雨
松
良
行
会
長
）が

主
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
。

物
産
館
は
木
造
二
階
建
て
で
、
延

床
面
積
は
約
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。
同

町
商
工
会
や
淡
路
島
内
の
各
市
町
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
土
産
店
、
飲
食
店
、

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
が
入
る
。

今
後
は
、
同
町
の
商
工
業
だ
け
で

は
な
く
、
農
業
・
漁
業
を
含
む
全
産

業
の
顔
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。おお

年年
寄寄
りり
とと

クク
リリ
スス
ママ
スス
会会

〈
社
町
女
性
部
〉

社
町
商
工
会
女
性
部
（
山
口
廣
子

部
長
）
は
、
十
二
月
十
五
日
、
同
町

ラ
ポ
ー
ト
や
し
ろ
で
、
一
足
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
同
女
性
部
の
地
域
奉
仕

活
動
の
一
環
で
、
昨
年
に
続
い
て
二

回
目
。

今
回
は
、
毎
週
月
曜
日
に
来
所
す

る
お
年
寄
り
ら
二
十
六
人
に
、
手
作

り
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
送
っ
て
、

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

当
日
は
、「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

な
ど
の
合
唱
後
、
靴
下
や
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
な
ど
が
当
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
楽
し
み
、
会
場
に
は
お
年
寄

り
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
た
。

ま
た
、
山
口
部
長
が
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
扮
し
て
、
白
い
袋
か
ら
お

菓
子
を
取
り
出
し
、
一
人
一
人
に

配
っ
て
歩
く
と
、
お
年
寄
り
か
ら
は

「
楽
し
い
場
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
大
変
、
喜

ん
で
も
ら
え
た
。

町町
内内
十十
箇箇
所所
でで

ララ
イイ
トト
アア
ッッ
ププ

〈
八
鹿
町
青
年
部
〉

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で�

明
る
く�

し
よ
う
」
と
、
八
鹿

町
商
工
会
青
年
部
（
石
田
浩
一
朗
部

長
）
は
、
十
二
月
七
〜
二
十
五
日
、

商
工
会
館
前
な
ど
十
箇
所
で
、
巨
大

な
ツ
リ
ー
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
。

こ
れ
は
、
同
青
年
部
が
数
年
前
か

ら
『
八
鹿
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
計
画
』
を

企
画
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の
演
出
や
元

気
で
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
。

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
協
力

も
あ
っ
て
、
八
鹿
駅
前
や
八
鹿
グ
ン

ゼ
敷
地
内
な
ど
に
ツ
リ
ー
が
輝
き
、

道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

ま
た
、
初
の
試
み
と
し
て
手
作
り

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
。
同
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
が

ま
ち
を
回
っ
て
ア
イ
デ
ア
豊
富
な
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
審
査
し
、
優
秀

作
に
賞
品
を
贈
っ
た
。

事業者の個人情報の取扱いについて
情報処理・通信技術の進展に伴い、行政機関及び
民間企業において、コンピュータやネットワークを
利用して大量の個人情報が日々取り扱われている環
境下にあり、知らない間に自分の個人情報が使用さ
れるなど、個人の権利利益が侵害されるおそれがあ
ります。
このため、兵庫県では、平成９年４月より、「個

人情報の保護に関する条例」を施行し、県民の皆さ
んの個人情報を適正に収集するとともに、その収集
目的以外に利用、提供しないこととしています。
個人情報の保護を図るためには、県のみならず、
日々の事業活動の中で個人情報を取り扱う事業者の
皆さんの取組みが欠かせないものです。そこで、事
業者の皆さんにも、個人情報を適正に取り扱ってい
ただくようお願いしています。
【問い合わせ先】
企画管理部管理局県民情報室

（中央県民情報センター）
電 話：078－341－7711（内線2195・2061）
ＵＲＬ：����������	�
��	��
�
	��������
��������
������	���
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〔
昭和33年３月10日
第３種郵便物認可

〕 第 558 号 兵庫県商工連会報 平成16年１月20日

▲『食の宴』をテーマに多彩なイベントが展開される。三田を
味わい、知った三日間。

▲ストリートに溢れる人、人、人

▲子供たちが熱中した「お菓子の家づくり」

▲福引ガラガラ抽選 ▲ストリートでバーベキュー

三
田
市
商
工
会（
濱
井
治
三
会
長
）

は
、
同
市
商
店
連
合
会
（
日
下
隆
三

会
長
）
や
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
共
催
し
、
十
二

月
五
日
（
金
）
〜
七
日
（
日
）
の
三

日
間
、
三
田
誓
文
払
い
を
同
市
街
地

商
店
街
一
帯
で
開
催
し
た
。

昨
年
度
よ
り
、
誓
文
払
い
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
昨
年
の

思
い
切
っ
た
形
式
変
更
に
対
し
て
、

年
に
一
度
の
誓
文
払
い
に
期
待
や
郷

愁
を
寄
せ
る
市
民
や
関
係
者
か
ら
は
、

大
き
な
反
響
・
反
論
が
起
こ
る
と
と

も
に
、
商
業
者
視
点
の
決
定
に
対
し

て
の
抗
議
等
が
相
次
い
で
い
た
。
関

係
者
は
こ
う
し
た
昨
年
度
の
反
省
と

こ
れ
ま
で
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

の
望
ま
し
い
「
三
田
誓
文
払
い
」
の

開
催
方
法
に
つ
い
て
議
論
す
る
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
度
重
な
る
検
討

会
を
開
催
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
は
『
食
の
宴
』

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
市
街
地
に
来
れ

ば�

三
田�

が
味
わ
え
る
、
知
れ
る

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
駅
前

通
り
を
使
っ
た
『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス

ト
リ
ー
ト
』
や
『
お
菓
子
の
家
づ
く

り
』、『
産
業
フ
ェ
ア
ー
』
や
『
大
福

引
大
会
』
等
の
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
ま
た
。
前

回
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
と
い
う
こ
と

も
あ
り
広
報
に
重
点
を
置
き
、
神
戸

電
鉄
の
車
内
中
吊
り
広
告
等
も
掲
載

し
、
市
内
外
か
ら
の
集
客
を
目
指
し

た
。開

催
当
初
の
目
的
で
あ
る
、
か
つ

て
の
よ
う
な
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地

商
店
街
の
機
能
の
復
活
。
市
民
が
望

む
市
街
地
に
お
け
る
伝
統
行
事
と
し

て
の
揺
る
ぎ
無
い
存
在
感
の
継
承
を

明
確
に
出
せ
、
来
街
者
も
予
想
以
上

に
多
く
、
定
員
を
す
ぐ
に
超
過
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
、
人
気
を
博
し
た
た
め

早
期
に
終
了
し
て
し
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
市
民
や
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に

携
わ
り
、
商
業
者
は
誓
文
払
い
で
大

売
出
し
を
す
る
と
い
う
、
誓
文
払
い

本
来
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

商
工
会
関
係
者
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
や
学
生
と
一
体
と
な
っ
て
、

「
賑
わ
い
の
あ
る
街
づ
く
り
」
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。
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